
新潟大学附属特別支援学校

研究テーマ

子供の確かな学びを育む授業づくり
～体験的，実際的な活動における
教科の特性と子供の実態を踏まえた支援の構想～

令和５年

１２月１日(金)
９時00分～16時50分

２年次研究では，教科別の指導の中で目標
に迫るために「体験的，実際的な活動」を学
習活動の中心に据え，その中で，教科の特性
を踏まえつつ，子供の実態に応じた支援を講
じていく授業づくりを進めています。
当日は対面とオンラインのハイブリッドで

公開授業と協議会を行います。
対面参加とオンライン参加の
皆様一緒になって，リアルタ
イムで授業について語り合い
ましょう。
ご参加をお待ちしております。

研究主任 住吉 泰斉

対面とオンラインの
ハイブリッド開催

アクセス

◎JR新潟駅より約３キロ（タクシー料金 約1,200円）
◎新潟市内路線バス（片道料金260円）
〈乗車〉「新潟駅万代口バスターミナル７番線発車」
運行系統C20…………新潟駅前～浜浦町～西部営業所
運行系統C21…………新潟駅前～浜浦町～信濃町
運行系統C22…………新潟駅前～水族館前

〈下車〉「西大畑坂上」※下車後，徒歩１分

お問い合わせ

〒951-8535 新潟市中央区西大畑町5214番地

ＴＥＬ：０２５-２２３-８３８３

ＦＡＸ：０２５-２２３-８３９５

メール：kyoumu@smh.ngt.niigata-u.ac.jp

HP Facebook
地図情報は

こちらから

参加申し込み方法 ※参加費無料

対面参加の場合

＜参加対象者＞
・教職員、行政、福祉等関係機関、保護者
（学生は除きます）

オンライン参加の場合

＜参加対象者＞
・どなたでも参加可能です
学生はこちらでご参加ください

申し込みは，こちら↓

URL
https://forms.gle/me
gwYAQuhng6dwyB9

※ご入力いただいたアドレスにメール
が届いたら，申し込み完了です

申し込み締め切り

１１月２２日（水）

研究会情報は順次公開中！

紀要や指導案，当日要項などの研究にかかわる資料は，ペーパー
レス！当校のホームページより全てダウンロード可能です。必要
に応じて，お手持ちのタブレット等の端末にダウンロードまたは
印刷してご活用ください。

情報公開スケジュール（予定）

１０月下旬

学部研究の概要
※動画スライド

１１月中旬

１学期実践のまとめ
※動画スライド

１１月下旬

当日要項
公開授業指導案

お問い合わせアクセス

新潟大学附属

特別支援学校

（第２年次）

総論はこちら

研究会HPはこちら
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「分かったことを
自信をもって伝えよう」

第２年次

学級に「音読はできる」「ノートは取れる」けれど
「話し合いで思いが言えない」「考えを書く場面で手が
止まる」など，授業に参加できているようで，実は困っ
ているお子さんはいませんか。
今年度，当教室では，一人一人が在籍校の授業に自信

をもって参加する場面を広げることを目指して，「在籍
校の学習場面をイメージできる活動」を取り入れた授業
を行います。
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研究助言者
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新潟市特別支援教育サポートセンター

指導主事 今井 信郎 様

研究助言者
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「四角と三角 ｄｅ クリスマスアート」

授業者 戸石 祐子 村山 洋平

教科領域名 数学科

題材名

「場面や目的に合った
必要な情報を聞き取ろう！」

授業者 百﨑 千 藤田 磨弥

教科領域名 国語科
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単元名

「みんなで『おでかけ』！
『えき』からレッツゴー！」

教科領域名 生活科

中学部の数学科では，学習指導要領に示されている数
学的活動を体験的に行うことにより，「数学的に考える
資質・能力」を育んでいきます。

数学的な見方・考え方を子供たちが働かせることも大
切にし，具体物を操作しながら「○○だから，こう言え
るのか」と答えの根拠をもったり，「こうやってみたら
できるかな？」と解決への筋道を立てたりしながら，問
題を解決していく子供の姿を目指します。

生活科の学習では，様々な感覚を使って活動に取り組
んだり，活動の中で「気付き」をもったりすることによ
り，「生活を豊かにする資質・能力」を育んでいきます。
体験的な活動の中で，「何かあるぞ？」「面白そう

だ」などの身の回りの物事に対する気付きや，「ぼくは
これが好き」「上手になってきた」などの自分自身につ
いての気付きを子供たちがもてるような授業を目指しま
す。

高等部の国語科では，聞く・話す，読む，書くといっ
た言語活動と実生活を関連付けた授業を行うことにより，
「国語で理解し表現する資質・能力」を育んでいきます。
また，言葉による見方・考え方を子供たちが働かせる

ことの重要性を踏まえ，「こんな言葉を使って伝えると
いいのか！」「もっとこういう言葉を使った方がいいか
もしれない」などと言葉の意味や使い方を捉えたり，問
い直したりしながら学習する姿を目指します。

公開授業

公開授業

公開授業

いまい しんろう たかはし さとる

たなべ としかつ いりやま まいこ

12月１日（金）
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